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プロジェクト概要

開 始 年 2002年 現地パートナー（NGO) 10名

対 象 地 ネパール連邦民主共和国

成人識字率 全体＝67.1％ 女性＝59.7％ 男性＝78.6％

寺子屋数 21軒（新しい寺子屋含む）全77郡中8郡で活動

目 標 カーストなどの影響で教育機会に恵まれなかった農
村部の人びと（特に女性）に基礎教育（識字および初等教
育）を提供する。また、そのための拠点として学習施設であ
る寺子屋を設立し、将来はコミュニティが自立して寺子屋運
営にあたり、持続可能な地域発展の拠点となることを目指す。

活動内容 基礎教育・収入向上活動・人材育成

特 徴 CLC（=寺子屋）政策の好事例として機能

2019年度 ネパール寺子屋プロジェクト概要

2019年度 活動報告 （詳細は次ページから）

皆さまのご支援のおかげで、2019年度は南部のチトワン郡に新しい寺子屋
（CLC）が完成し、合計21軒の寺子屋において、3,185人の大人や子どもた
ちが文字の読み書き計算や初等教育、幼稚園クラスなど様々な学びの機会を
得ることができました。また、現在支援している21軒の寺子屋（1軒は独自
の建物なし）は政府や地域団体の支援により自立運営」が実現しつつありま
す。引き続き、ネパールの寺子屋活動に応援をお願いいたします！

活動 クラス 学習者数

識字クラス（中級） 150 2,999人

成人初等教育クラス 1 17人

幼稚園クラス 2 41人

研修活動（識字教員等） 128人

合計 3,185人

寺子屋建設・設立 1軒完成（チトワン郡）

ネパール寺子屋プロジェクトは、カトマンズ近郊とルンビニを中心に活動してい
ます。2015年の「ネパール中部（ゴルカ）地震」以降は、地震で被害を受けた
ゴルカ郡、ラメチャップ郡およびラスワ郡の寺子屋の再建を支援しました。

2019年度 活動実績

インド

中国

1軒



ご報告１．南部のチトワン郡でギタナガール寺子屋が完成！

建設作業（2019年7月初旬） 建設作業（2019年8月下旬） 建設作業（2019年10月上旬）

ネパール南部のチトワン郡（世界遺産である「チトワン国立公園」を擁する）に「ネパール寺子屋プロジェクト」21軒目となる
ギタナガール寺子屋が2019年10月中旬に完成。開所式典が行われました。日本からも支援者が参加し、支援をした思いを伝える
とともに、寺子屋の運営に携わる人びとと交流を深めました。ギタナガール寺子屋では、女性の小口融資グループや花（マリー
ゴールド）の栽培なども行っています。活発な活動が認められ、政府から2階建設の資金提供を受け、増築が進められています。

開所式典・寺子屋の外観（2019年10月中旬） 地域の人びと約150人が式典に参加 行政の支援で2階の建設が進む（2020年1月）



ご報告２．
2019年度、21軒の寺子屋で行われた主な活動

識字クラス①
1日2時間、週6日、4か月間行いました。
ルンビニとカトマンズを中心に150クラス
で2,999人が基礎ネパール語を学びました。

技術訓練（行政や国連機関との連携）
多くの寺子屋では、事業提案書を提出し、行政から
の資金を活用した事業も行っています。カトマンズ
近郊のシディプール寺子屋では、伝統的な藁製品づ
くりの研修を実施しました。

成人女性のための初等教育クラス（2年目）
基礎的な識字を習得した女性たちが、英語や算数など
小学校の5教科を学んでいます。カトマンズの寺子屋
で1クラス17人が学習しました（3年のクラスの2年目
を実施）。

幼稚園クラス①
小学校でのドロップアウトを防ぎ、将来の非識
字者を生まないため、寺子屋の幼稚園クラスも
大切です。3歳から5歳の子どもが40人（2ク
ラス）が学んでいます。

識字クラス②
識字クラスでは、ネパール語以外に、公衆衛生
や女性の権利、携帯電話の使い方など生活に必
要なスキルを学ぶことができました。

幼稚園クラス②
歌や踊りを楽しむほか、簡単なネパール語の単
語や英単語もイラストを見ながら学びます。
また、クラスでは、集団生活の大切さや手洗い
などの公衆衛生についても学ぶことができます。



ご報告３．
学習者のコメント／新型コロナウィルスの影響について

新型コロナウィルスの影響と対応

◼ 「世界寺子屋運動」の活動への影響

新型コロナウィルスの拡大に伴い、3月下旬か
らネパール全土でロックダウン（外出禁止）
が行われ、学校や大部分の政府機関、店舗な
どが閉鎖されました。それに伴い、中級識字
クラスや幼稚園クラス、成人のための初等教
育などが一維持的に休止しています。
（6月26日現在 感染者数は、11,163人）

6月中旬から少しずつ外出が可能になってきて
おり、政府の方針に従いながら徐々に活動を
再開していく予定です。

◼ ネパールでの新型コロナウィルス対応
（2020年6月～8月に実施予定）

「世界寺子屋運動」の実施地であるカトマン
ズおよびルンビニを中心に、ロックダウンに
よって出稼ぎや日雇い労働に行けなかったた
め収入を得られなかった世帯を対象に、食料
支援を行う予定です。

また、ルンビニの国際仏教協会のクリニック
への個人防護具、マスクなどの支援のほか、
学校や地域の人びとへの感染予防のための啓

発活動を行う計画です。

学習者からのコメント （中級識字クラス）

ルパ・ハリジャンさん（19歳） バグワンプール寺子屋・ルンビニ （ルパンデヒ郡）

「家事を手伝わなくてはならなかったので、学校には通えませんでした。今で
は1日2時間、識字クラスに通っています。クラスでは、安全の飲み水や女性の
健康、ビジネスなども学ぶことができます。浄水方法を習って、日常生活にも
役立っています。カレンダーが読めるようになったり、電卓も使えるようにな
りました。でも、英語は難しいです。」


